
◇
開
会
の
こ
と
ば
（
八
戸
製
錬・村
山
利
夫
さ
ん
）

◇
神
事
祝
詞
（
芳
賀
宮
可
）

◇
玉
串
奉
典

　

⑴
氏
子
会
代
表　

川
口
兼
次
さ
ん

　

⑵
日
東
金
属
鉱
山
㈱

　
　
　

代
表　

熊
谷
忍
さ
ん
・
間
山
昭
さ
ん

　

⑶
N
P
O
法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会

　
　
　
　
　
　

副
理
事
長　

土
屋
健
一
さ
ん

◇
四
月
五
日
　
桑
原
理
事
が
経

　

営
す
る
「
じ
ん
や
」
で
役
員

　

会　

山
神
社
祭
の
要
項
を
決

　

め
る

◇
四
月
九
日　

ひ
じ
お
り
温
泉

　

で
永
松
鉱
山
「
永
松
の
会
」

　

総
会　

川
口
理
事
長
出
席

◇
四
月
十
三
日　

池
周
辺
の
整

　

備
に
伴
い
隣
地
土
地
所
有
者

　
（
千
葉
市
）
と
境
界
に
つ
い

　

て
立
会
い　

二
名
来
場

◇
四
月
二
十
二
日
　
蔵
王
エ
コ

　

ー
ラ
イ
ン
開
通
式　

マ
イ
ク

　

ロ
バ
ス
で
参
加

◇
四
月
二
十
七
日
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　

人
の
設
立
に
つ
い
て
上
山
市

　

長
よ
り
認
証
を
う
け
る

◇
五
月
六
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登

　

記
完
了　
「
法
人
」
と
な
る

◇
五
月
八
日
　
山
神
社
へ
の
階

　

段
周
囲
の
清
掃
及
び
屋
根
補

　

修
◇
五
月
十
五
日
　
山
神
社
祭　

　

閉
山
五
十
五
周
年　

ジ
オ
ラ

　

マ
奉
納

◇
五
月
二
十
三
日
　
第
一
回
役

　

員
会
開
催　

会
費
等
の
募
集

　

要
項
を
決
め
る
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お
も
な
出
来
事

業
務
日
誌
か
ら

山神社・神事山神社・神事

硫
  

黄

毎
年
５
月
15
日
、
山
神
社
に
集
ま
り

鉱
山
の
歴
史
を
語
り
合
い
、

一
年
の
決
意
を
新
た
に
す
る
山
神
社
祭
、

司
会
担
当
の
原
田
正
男
で
す
…
…

　

当
時
で
は
珍
し
か
っ
た
８
ミ
リ
カ
メ
ラ
で
蔵
王

鉱
山
を
撮
り
ま
く
っ
た
長
谷
部
静
雄
さ
ん
の
55
年

前
の
映
像
が
流
れ
、
元
山
の
間
山
さ
ん
力
作
の
「
ジ

オ
ラ
マ
」
が
展
示
さ
れ
る
な
ど
緊
張
し
た
雰
囲
気

の
な
か
で
川
口
豊
専
務
理
事
の
司
会
で
祝
賀
会
は

開
会
さ
れ
た
。
佐
藤
竹
志
副
理
事
長
の
開
会
の
あ

い
さ
つ
。
会
を
代

表
し
て
川
口
理

事
長
の
あ
い
さ

つ
。
そ
し
て
専
務

理
事
か
ら
配
布

資
料
に
も
と
づ

い
て
こ
の
一
年
間

の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。
ご
来
賓

の
祝
辞
と
し
て

上
山
市
長
の
ご

名
代
平
吹
観
光
課
長
は
「
市
が
計
画
し
て
い
る
第
七

次
振
興
計
画
の
先
駆
け
で
も
あ
り
、
地
方
創
生
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
の
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
奨

励
。
次
い
で
平
井
社
長
さ
ん
は
、
幼
少
の
頃
の
思

い
出
を
語
ら
れ
た
後
「
坊
平
と
猿
倉
、
と
く
に
歴

史
資
料
館
建
設
地
は
、
蔵
王
温
泉
と
の
要
の
地
域

で
あ
り
、
力
を
合
わ
せ
て
蔵
王
観
光
の
振
興
に
盡

　

ス
ト
ス
ト
と
春
が
来
て
、
カ
ン
パ

カ
ン
パ
と
秋
が
来
る
。
労
組
時
代
、

資
本
の
側
か
ら
「
揶
揄
」
さ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
す
。

　

法
人
化
の
設
立
登
記
も
終
わ
り
、
蔵

王
鉱
山
歴
史
資
料
館
建
設
に
向
け
て

ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
ば
か
り
で
あ
り
、

い
ま
さ
ら
引
く
訳

に
は
行
か
な
い
。

　

閉
山
さ
れ
て
か

ら
五
十
五
年
。
い
く
ば
く
か
の
退
職

金
を
懐
に
蔵
王
を
降
り
た
。
住
む
と

こ
ろ
を
探
し
、
職
を
求
め
た
。
職
安

は
蔵
王
鉱
山
の
離
職
者
で
あ
ふ
れ
て

い
た
。
社
宅
が
解
体
さ
れ
、
索
道
や

　

⑷
山
形
県
観
光
物
産
協
会
会
長　

平
井
康
博
様

　

⑸
友
好
団
体
永
松
鉱
山
永
松
の
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

奥
山
和
夫
様

　

⑹
来
賓
を
代
表
し
て
上
山
市
観
光
物
産
協
会

　
　
　
　
　
　
　

 

会
長　

五
十
嵐
伸
一
郎
様

　

⑺
元
山
採
鉱
所
代
表　

佐
藤
京
一
さ
ん

　

⑻
製
錬
所
代
表　
　
　

山
川
庄
助
さ
ん

　

⑼
索
道
関
係
代
表　
　

斎
藤
善
吉
さ
ん

　

⑽
蔵
王
鉱
山
労
働
組
合
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
尚
也
さ
ん

　

⑾
蔵
王
鉱
山
主
婦
の
会
代
表　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
千
恵
子
さ
ん

　

⑿
遺
族
を
代
表
し
て　

結
城
昌
夫
さ
ん

　

⒀
中
川
第
二
小
学
校
卒
業
生

　
　
　

代
表　

中
川
善
博
さ
ん

◇
献
杯
、
閉
会
の
こ
と
ば
（
丹

野
啓
さ
ん
）

　
「
は
か
ら
ず
も
親
父
が
奉
納

し
た
献
旗
を
目
の
前
に
し
て
緊

張
し
て
お
り
ま
す
が
、
五
月
晴

れ
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
山
神
社

祭
の
神
事
を
閉
式
い
た
し
ま

す
。」

し
た
い
」
と
、
の
べ
ら
れ
た
。

ご
来
賓
の
紹
介
の
あ
と
、
川
口

専
務
理
事
よ
り
六
十
年
前
、
蔵

王
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
た

め
中
丸
山
付
近
の
調
査
に
あ

た
っ
て
お
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の

ク
ラ
ー
ク
さ
ん
、
上
山
市
の
阿

部
虎
次
さ
ん
、
視
界
ゼ
ロ
の
猛

吹
雪
で
命
を
落
と
さ
れ
た
阿
部

さ
ん
の
ご
長
男
阿
部
和
夫
さ
ん

紹
介
。「
父
の
遭
難
時
に
は
蔵

王
鉱
山
の
皆
様
か
ら
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
お
礼
の
で

き
る
機
会
を
得
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す…

。」
シ
ー
ン
と

静
ま
る
会
場
。
乾
杯
は
、
五
十

嵐
上
山
市
観
光
物
産
協
会
会
長

さ
ん
「
足
湯
で
中
国
人
の
観
光

客
が
騒
い
で
い
る
。
注
意
を
し

て
そ
の
場
は
解
決
し
た
が
猿
倉

に
き
た
ら
、
そ
の
中
国
人
が
遊

ん
で
い
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し

た
」
と
笑
わ
せ
な
が
ら
乾
杯
。

次
い
で
評
判
の
「
大
曽
根
餅
つ

き
保
存
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

も
ち
つ
き
。
納
豆
・
あ
ん
こ
・

き
な
粉
。
ウ
マ
イ
！
し
ば
ら
く

歓
談
が
つ
づ
き
、
設
立
さ
れ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
役
員
が
勢
揃
い

し
て
自
己
紹
介
。
川
口
理
事
長

よ
り
「
会
員
の
募
集
、
歴
史
資

料
館
建
設
資
金
の
寄
附
な
ど
に

つ
い
て
」
提
案
あ
り
、
拍
手
で

承
認
さ
れ
た　

そ
し
て
結
城
昌

夫
理
事
が
、「
叔
父
（
結
城
博

二
さ
ん
）
は
24
m
坑
内
で
落
盤

事
故
、
父
は
製
錬
で
事
故
死
、

悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
頑
張

る
」
と
、
力
強
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
（
写
真
）
土
屋
健
一
副

理
事
長
の
「
健
康
に
留
意
し
て

又
、
来
年
会
い
ま
し
ょ
う
」
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
幕
を
閉
じ

た
。

盛
大
だ
っ
た
祝
賀
会

　私の父は蔵王鉱山野球部のコーチ・監督だった。

小学校にも入らぬ幼少の頃、親父に連れられて蔵王鉱山野球場へ。

仙人沢の赤い橋を渡り蔵王寮へ。当時の写真をいただき仏壇へ供えた。

母は涙ぐんでおりました……。

―・㈱ヤマコー平井社長さん思い出を語る・―

募　集　要　項
　平成 28 年 5 月 23 日開催されました第 1 回役員会
において、会員募集の要項が次の通り確認されました
ので、公示いたします。

　1、募集金額
　　　 入会金（初年度のみ）5,000 円
　　　 正会員年会費　　　 10,000 円

　2、募集期間
　　　 平成 28 年 6月 1日より同年 9月 30 日末での
　　 4 ヶ月間

　3、入会の方法
　　　 同封するゆうちょ銀行払い込み用紙を使用す
　　 るほか「入会申込書」に必要事項を記入して返
　　 送してほしい
　4、特　典
　　 その（1）機関紙「硫黄」に氏名を掲載し謝意を
　　 表すると共に「蔵王鉱山歴史資料館」に掲示する
　　 その（2）感謝への意を表するため鉱山時代から
　　 賞味されてきたジンギスカンを「猿倉ジンギス
　　 カン」として宅配する
　　 その（3）機関紙「硫黄」を毎回送付し、会員相
　　 互のコミュニケーションをはかっていく

　以上の通りでありますが、みんなのふる里、よみ
がえる蔵王鉱山のためによろしくお願い致します

【顧　　問】
村山　　司（蔵王鉱山　山神社氏子総代）　
阿部　　實（元上山市長　元山変電所勤務 阿部良助氏のご長男）
蔦谷　栄三（元上山市教育委員会教育長 中川第二小学校教諭）
金森　昌江（「私と蔵王鉱山」の作者　中川第二小学校教諭）

【相談役】
阿部　大輔（元山形県鉱政主幹）　　　　　
熊谷　　忍（元蔵王鉱山地質技術者）　　　
間山　　昭（元蔵王鉱山採鉱技術者）　　　

【理 事 長】
川口　兼次（日東商事㈱代表取締役会長、元蔵王鉱山坑内勤務者）

【副理事長】
佐藤　竹志（中川第二小学校 昭和 34年卒）
土屋　健一（中川第二小学校 昭和 31年卒）

【専務理事】
川口　　豊（日東商事㈱代表取締役社長）　

【理　　事】
高橋　正之（中川第二小学校 昭和 34年卒）
桑原久仁美（中川第二小学校 昭和 34年卒）
佐東　弘子（中川第二小学校 昭和 34年卒）
原田　正男（中川第二小学校 昭和 35年卒）
土田　貞男（中川第二小学校 昭和 36年卒）
丹野　　啓（中川第二小学校 昭和 37年卒）
中川　善博（中川第二小学校 昭和 40年卒）
鈴木　敏和（中川第二小学校 昭和 38年中川小へ転校）
結城　昌夫（中川第二小学校 昭和 42年卒）

【監　　事】
内海　清人（内海税理士事務所）　　　　　
長谷部佳明（中川第二小学校 昭和 37年卒）
小川美代子（中川第二小学校 昭和 34年卒）

私たちが責任をもって執行します。

NPO法人蔵王鉱山の歴史を語り継ぐ会
役　員　名　簿

製
錬
の
溶
鉱
炉
が
撤
収
さ
れ
、
そ
の

跡
地
は   

“
三
陸
津
波 

”
の
瓦
礫
の
よ

う
だ
っ
た
。
わ
た
く
し
は
、
蔵
王
鉱

山
の
「
遺
産
」
を
譲
り
受
け
猿
倉
に

残
っ
た
。

　

慣
れ
な
い
地
域
で
の
暮
ら
し
と
厳

し
い
労
働
環
境
。
こ
の
五
十
五
年
を

振
り
返
る
と
き
、
私
た
ち
の
先
輩
や

ご
両
親
の
ご
苦
労
が
察
せ
ら
れ
て
く

る
。「
よ
み
が
え
る
蔵
王
鉱
山
」
へ
の

取
り
組
み
は  
“
恩
返
し
”
の
意
味
も

あ
る
。
特
定
の
人
が
「
大
金
」
を
出

し
て
建
設
し
た
「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資

料
館
」
で
は
意
味
が
な
い
。
鉱
山
に

縁
の
あ
っ
た
わ
た
く
し
た
ち
が
中
心

と
な
り
、
歴
史
を
大
事
に
す
る
方
々

に
呼
び
か
け
て
建
設
す
る
と
こ
ろ
に

「
価
値
」が
あ
る
。

　

定
款
に
よ
れ

ば
入
会
金
五
〇

〇
〇
円

と
「
年

会
費
」
一
万
円

と
あ
る
。
先
ず
は
「
会
員
」
に
な
っ
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
建
設
資
金
四
千
万
円

の
寄
付
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　

わ
た
く
し
は
十
八
才
で
蔵
王
鉱
山

に
採
用
さ
れ
、
坑
内
労
働
者
と
し
て

働
き
川
口
一
族
を
支
え
て
く
れ
た
。
蔵

王
鉱
山
あ
り
が
と
う
で
あ
る
。

　

蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
が
建
設
さ
れ

れ
ば
、
展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て

「
語
り
部
」
と
し
て
常
駐
し
、
シ
ャ
ベ
リ
つ

づ
け
た
い
。

山形県スキー連盟公認蔵王猿倉スラローム大会（28.3.5）

川口大会会長に対し蔵王一中の大宮康太郎選手の

選手宣誓 （この大会で大宮選手は逆転優勝した）

も
う
一
度
カ
ン
パ
を

    
先
ず
は
「
会
員
」
に
な
っ
て
ほ
し
い

理
事
長
　
川 

口  

兼 

次



　

昭
和
二
十
一
年
四
月
、
索
道

注
油
係
と
し
て
採
用
さ
れ
斉
藤

善
吉
さ
ん
（
上
山
市
弁
天
地
区

に
在
住
）。
製
錬
場
の
従
業
員

は
五･

六
十
名
程
度
と
か
（
山

神
社
会
報
五
号
に
よ
る
）

　

終
戦
後
い
ち
早
く
化
学
肥
料

業
界
や
化
繊
業
界
の
復
活
に

よ
っ
て
、硫
黄
需
要
が
急
増
し
、

硫
黄
単
一
の
経
営
か
ら
硫
化
鉱

販
売
の
二
本
立
て
の
生
産
体
制

を
確
立
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

選
鉱
場
で
ふ
る
い
落
と
さ
れ
た

粉
鉱
石
（
硫
黄
製
造
の
焼
取
窯

で
は
使
え
な
い
）
は
、
捨
て
ら

れ
て
い
た
が
、
新
に
硫
安
の
原

料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

　

戦
後
間
も
な
く
結
成
さ
れ
た
蔵

王
鉱
山
労
働
組
合
の
二
代
目
委
員

長
で
も
あ
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
も

あ
っ
た
佐
藤
竹
雄
さ
ん
の
ご
長

男
。
索
道
修
理
の
ベ
テ
ラ
ン
佐
藤

四
郎
氏
は
叔
父
に
あ
た
る
。

　

中
川
第
二
小
学
校
か
ら
中
川

中
学
校
へ
。
そ
し
て
上
山
高
校

を
卒
業
し
山
形
労
働
基
準
局
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ス
ポ
ー
ツ
万
能
・
閉
山
後
は　

高
校
教
諭

理　

事  　

原　

田　

正　

男

そ
の
二 

戦
後
の
ド
サ
ク
サ
時
代

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の

　

蔵
王
鉱
山
で
育
っ
た
子
供
の
こ
ろ
猿

倉
に
あ
っ
た
池
で
の
魚
釣
り
、
春
と
秋

は
、わ
ら
び
や
あ
け
び
等
の
山
菜
と
り
、

夏
は
仙
人
沢
で
の
川
遊
び
、
冬
は
猿
倉

山
で
の
ス
キ
ー
遊
び
な
ど
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
し
か
も
夏
休
み
で
帰
省
し
た
時
は

必
ず
坊
平
や
猿
倉
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行

き
、
澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
、
森
林
浴

を
楽
し
み
な
が
ら
、
本
当
に
こ
こ
が
俺

の
故
郷
だ
と
思
い
、
蔵
王
猿
倉
の
山
に

く
る
た
び
に
子
供
の
こ
ろ
を
思
い
出
し

て
い
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
に
念
願

で
あ
っ
た
故
郷
上
山
移
住
が
決
ま
り

　

警
察
の
忙
し
い
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
、

　

も
う
定
職
に
つ
か
ず
に
の
ん
び
り
好

　

き
な
こ
と
を
や
っ
て
の
ん
び
り
過
ご

　

そ
う

と
思
っ
て
移
住
し
た
の
で
す
が
、
移
住

二
年
目
に
川
口
会
長
か
ら
「
何
も
し
て

い
な
い
な
ら
猿
倉
ス
キ
ー
場
に
こ
な
い

か
」
と
誘
わ
れ
、
蔵
王
鉱
山
の
為
な
ら

少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、
索

ふ
る
さ
と
に
Ｕ
タ
ー
ン

あの人この人訪問記訪問記訪問記
―
―

閉
山
の
と
き
は―

―

斉
藤
「
社
宅
は
猿
倉
。
二
階
建

の
職
員
ア
パ
ー
ト
か
ら
一
棟
二

戸
建
の
社
宅
に
移
っ
た
ば
か
り

だ
っ
た
」

―
―

坑
内
火
災
で
索
道
は
止

ま
っ
て
い
た
の
か―

―

斉
藤
「
救
援
物
資
や
生
活
用
品

が
必
要
だ
っ
た
の
で
運
転
は
し

て
い
た
」

―
―

蔵
王
鉱
山
か
ら
降
り
た
の

は―
―

斉
藤
「
閉
山
が
決
ま
っ
た
昭
和

三
十
八
年
三
月
、
就
職
に
つ
い

て
母
校
の
恩
師
に
相
談
し
た
。

そ
の
と
き
は
じ
め
て
「
県
立
寒

河
江
工
業
高
校
」
が
開
校
す
る

こ
と
を
知
り
応
募
し
た
」

―
―

当
時
は
、
職
探
し
で
み
ん

な
苦
労
し
た
。
斉
藤
さ
ん
は
運

が
よ
か
っ
た―

―

斉
藤
「
い
や
ー
、
教
員
免
許
が

な
か
っ
た
の
で
最
初
は「
助
手
」

扱
い
だ
っ
た
。
猛
勉
強
を
し
て

資
格
を
と
り
定
年
ま
で
勤
め

た
」

　

数
多
く
飾
ら
れ
て
い
る
表
彰

状
や
感
謝
状
、
そ
の
な
か
に
、

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
の
一

級
合
格
証
が
あ
っ
た
。
検
定
会

　第２号（2）

へ
。
鉱
山
労
働
者
の
じ
ん
肺
問

題
で
は
、
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
人
が
大
勢
お
ら
れ
た
。
総
務

課
長
と
い
う
管
理
職
を
経
験
さ

れ
定
年
退
職
。

　

上
山
市
北
町
に
デ
ッ
カ
イ
邸
宅

を
新
築
し
、
長
女
は
結
婚
さ
れ
、

奥
さ
ん
と
次
女
の
三
人
暮
ら
し
。

　

ス
キ
ー
技
術
は
、
五
十
年
前

に
一
級
を
取
得
し
、
現
在
は
孫

さ
ん
へ
の
指
導
に
専
念
。
そ
の

指
導
ぶ
り
は
評
判
が
い
い
。

   

（
中
川
二
小
三
十
四
年
度
卒
）

役
員
紹
介
副
理
事
長 

佐
藤
竹
志
さ
ん

な
っ
た
。

　

ま
た
、
長
い
間
続
い
た
物
資

の
統
制
も
解
除
さ
れ
、
製
品
の

販
売
価
格
も
二
倍
ち
か
く
値
上

が
り
し
、
経
営
は
飛
躍
的
に
発

展
し
た
。

　

し
か
し
交
通
の
便
は
悪
く
、

バ
ス
も
な
く
上
山
か
ら
製
錬
ま

で
三
時
間
の
歩
き
だ
っ
た
。
社

宅
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
長
屋
、
ト

イ
レ
も
浴
場
も
共
同
。
重
労
働

の
割
に
は
給
料
は
安
か
っ
た
。

　

硫
黄
の
製
品
は
、
馬
の
そ
り

で
上
山
駅
ま
で
運
ば
れ
て
い

た
。
索
道
や
支
柱
の
技
術
家

だ
っ
た
鈴
木
嘉
助
さ
ん
（
元
山

の
鈴
木
喜
助
さ
ん
の
父
）
は
、

索
道
へ
切
り
換
え
る
こ
と
を

会
社
に
提
案
し
、
完
成
さ
せ

た
。
戦
前
の
昭
和
十
三
年
の

頃
だ
っ
た
。

　

昭
和
二
十
二
年
、
早
川
一

郎
氏
（
上
山
市
仙
石
出
身
）

の
手
に
よ
っ
て
、
蔵
王
鉱
山

労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。

　
　
　
　
（
次
回
へ
つ
づ
く
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　

蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を　

　
　
　

語
り
継
ぐ
会

　
　
　

 

理
事
長　

川
口
兼
次

　

年
内
に
根
雪
に
な
ら
な
い

と
雪
解
け
が
早
い
。
昔
の
人

の
言
い
伝
え
通
り
今
年
の
雪

解
け
は
早
か
っ
た
。
自
慢
の

北
斜
面
で
す
ら
三
月
十
日
に

閉
鎖
し
た
。

　
「
友
子
制
度
」
と
は
、
地

の
底
で
坑
夫
と
し
て
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
義
理
と
人

情
を
生
か
し
た「
相
互
扶
助
」

の
組
織
が
必
要
で
あ
っ
た
。

親
分
と
子
分
。
取
り
立
て
免

許
状
を
も
っ
て
全
国
の
鉱
山

を
渡
り
歩
い
た
。
戦
後
の
労

働
組
合
の
結
成
に
よ
っ
て

「
友
子
制
度
」
は
解
消
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
。84
才
の
挑
戦
。

苦
労
し
て
90
％
で
き
あ
が
っ

た
文
章
、
い
つ
の
間
に
か
消

え
る
。
頭
に
く
る
。「
保
存
」

ウ
ン
ヌ
ン
。
小
学
校
か
ら
イ

キ
ナ
リ
大
学
へ
入
っ
た
よ
う

な
も
の
。
し
か
し
、
あ
き
ら

め
る
訳
に
は
行
か
な
い
「
硫

黄
」
の
た
め
に
も
。

　

理
事
長
！
社
長
と
か
会
長

と
か
、
若
い
と
き
は
政
治
団

体
で
幹
事
長
、
と
呼
ば
れ
た

事
も
あ
る
。「
理
事
長
」
と

呼
ば
れ
る
の
は
は
じ
め
て
。

「
法
律
用
語
」
と
は
い
え
私

に
は
な
じ
ま
な
い
。

　

山
神
社
祭
案
内
通
知
一
二

七
通
。
ご
主
人
が
他
界
さ
れ

た
訃
報
が
一
件
、
体
調
不
良

で
欠
席
が
七
件
あ
っ
た
。
蔵

王
鉱
山
歴
史
資
料
館
の
建
設

は
お
そ
か
っ
た
、
と
痛
感
。

蔵
王
通
信

元
山
の
斎 

藤   

宏
さ
ん
の
巻

昭和25年、県立山形工業機械科を卒業。急成長を向えていた蔵王鑛業へ入社。
スキーをかついで赴任。製錬と元山の索道を委された―。

場
は
蔵
王
猿
倉
ス
キ
ー
場
。
主

任
検
定
員
は
川
口
周
一
。
平
成

十
四
年
二
月
と
あ
っ
た
。

　

村
山
地
区
高
体
連
ス
キ
ー
専

門
部
の
役
員
で
も
あ
っ
た
。

―
―

ス
キ
ー
の
高
校
新
人
戦
で

は
、
猿
倉
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
現
在
も
つ
づ
い
て
い
る―

―

斉
藤
「
ベ
テ
ラ
ン
ス
キ
ー
大
会

に
も
、
川
口
尚
也
さ
ん
、
村
山

利
夫
さ
ん
と
出
場
し
た
こ
と
も

あ
り
、
縁
が
濃
く
な
っ
て
い
っ

た
」

―
―

ス
キ
ー
の

ほ
か
、野
球
・
テ
ニ
ス
・
バ
レ
ー
・

な
ん
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
と
い
う
印
象
が
あ
る―

―

斉
藤
「
好
き
だ
っ
た
し
、
鉱
山

で
の
娯
楽
と
い
え
ば
ス
ポ
ー
ツ

だ
っ
た
か
ら
」

　

奥
さ
ん
と
ご
長
男
夫
妻
の
四

人
ぐ
ら
し

奥
さ
ん
「
と
こ
ろ
で
川
口
さ
ん

何
才
で
す
か
」

―
―

お
宅
の
旦
那
と
同
じ
昭
和

六
年
生
ま
れ
の
八
十
四
才

―
―奥

さ
ん
「
あ
ら
！
見
た
目

は
若
い
」

　

褒
め
ら
れ
た
ほ
か
に
、

お
土
産
ま
で
い
た
だ
き
、

寒
河
江
市
の
斉
藤
家
を
後

に
し
た
。
足
を
ぶ
ら
下
げ

る
こ
と
が
で
き
る
「
堀
コ

タ
ツ
」
の
茶
の
間
で
話
が

は
ず
ん
だ
こ
と
を
つ
け
加

え
て
お
き
た
い
。

道
係
と
し
て
五
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
の
仕
事
は
警
察
の
仕
事
と

違
っ
て
、
時
間
が
く
れ
ば
定
時
に
終
わ

る
こ
と
で
す
。
た
だ
弱
点
は
寒
さ
に
弱

い
こ
と
で
す
が
、
引
き
受
け
た
以
上
は

弱
音
を
は
か
な
い
、
愚
痴
を
言
わ
な
い

こ
と
を
念
頭
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。
埼

玉
か
ら
四
十
三
年
ぶ
り
に
上
山
に
移
住

し
て
六
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
中
学
の

同
級
生
や
蔵
王
鉱
山
の
仲
間
と
会
っ
て

話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
残
念
に
思
っ

た
こ
と
は
、
蔵
王
鉱
山
で
生
ま
れ
育
っ

た
こ
と
を
隠
し
た
り
、
話
を
し
た
が
ら

な
い
人
が
い
る
と
言
う
こ
と
で
す
。
私

は
「
蔵
王
鉱
山
あ
り
が
と
う
」
と
大
声

で
叫
び
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
後
の
ま

も
な
い
貧
困
時
代
に
、
少
な
く
と
も
衣

食
住
に
つ
い
て
、
何
も
苦
労
す
る
こ
と

な
く
楽
し
く
過
ご
せ
た
の
は
蔵
王
鉱
山

が
あ
っ
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
楽
に
不
自

由
な
く
生
活
で
き
た
の
は
蔵
王
鉱
山
の

お
か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
開

催
さ
れ
る
五
月
十
五
日
の
山
神
社
祭
と
祝

賀
会
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
年
は
猿
倉
の
小
学
校
跡
地
に
歴
史
資
料

館
を
建
築
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
と
念
願
の
蔵
王
鉱
山
が
よ
み
が
え
っ

て
き
た
の
で
す
。

　

来
年
は
七
十
才
の
古
希
を
迎
え
ま
す

が
、
こ
の
体
が
続
く
限
り
、
蔵
王
鉱
山
の

歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
の
一
員
と
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

蔵
王
鉱
山
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
蔵
王

鉱
山
の
跡
地
か
ら
離
れ
ず
、
蔵
王
猿
倉
ス

キ
ー
場
の
生
み
の
親
で
、
私
が
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
川
口
兼
次
会
長
さ
ん
に

は
健
康
に
留
意
さ
れ
て
長
生
き
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ の

（前回のつづき）

２

（記録的な雪不足の中で開催
されたベテランスキー大会、
チーム蔵王鉱山として男子
第 2部に出場）

　

大
日
本
精
糖
、
日
東

化
学
工
業
、
日
本
金
銭

登
録
機
、
日
本
コ
ロ
ン

ビ
ヤ
、
蔵
王
鉱
業
な
ど

の
取
締
役
社
長
の
ほ

か
、
日
本
商
工
会
議
所

会
頭
、
経
済
同
友
会
幹

事
な
ど
を
歴
任
、
日
本

を
代
表
す
る
実
業
家
で

も
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
新
規
採
用

時
に
は
全
国
か
ら
エ

リ
ー
ト
が
応
募
し
、
す

ぐ
れ
た
人
材
が
採
用
さ

れ
た
。

当
会
の
相
談
役
で
あ
る

熊
谷
忍
さ
ん
（
新
潟
大

学
）
間
山
昭
さ
ん
（
秋

田
大
学
）
な
ど
も
、
そ

の
時
代
に
採
用
さ
れ

た
。

我が社長　藤 山  愛一郎我が社長　藤 山  愛一郎我が社長　藤 山  愛一郎
　

岸
内
閣
の
発
足
に

よ
っ
て
、
民
間
人
な
が

ら
盟
友
だ
っ
た
岸
信
介

に
誘
わ
れ
外
務
大
臣
に

就
任
し
た
。
そ
の
後
、

横
浜
市
を
基
盤
と
す
る

神
奈
川
一
区
か
ら
衆
議

院
議
員
に
当
選
。
岸
内

閣
退
任
後
は
、
総
理
大

臣
の
座
を
目
指
し
て
自

民
党
の
総
裁
選
に
出
馬

す
る
も
敗
北
。
そ
の
後
、

計
三
回
立
候
補
す
る
も

敗
北
。
こ
の
間
、
巨
額

の
私
財
を
政
治
に
つ
ぎ

込
む
格
好
と
な
り
、
結

果
と
し
て
藤
山
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
は
解
体
さ
れ

て
し
ま
い
、「
絹
の
ハ

ン
カ
チ
が
雑
巾
に
」
な

ど
と
言
わ
れ
た
。
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